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稲沢市が目指す

「市民が、将来もずっと暮らし続けるまち」
「名古屋圏で働く人が、暮らしの場として憧れるまち」

の形成に向けて、本プラン全体にわたるまちづくりのコンセプトを以下のように掲げます。この
コンセプトに基づき、各分野における施策を検討していきます。

名古屋圏には世界的な自動車メーカーなど、製造業を中心とした企業や大学が集積しており、
進学・就職において地元志向も強い地域です。名古屋圏内に位置する本市もその恩恵を享受して
おり、いわゆる「消滅可能性都市※」に比べて恵まれた環境にありますが、名古屋圏において本
市の存在感が高くない、という現状があります。

リニア中央新幹線が開業する新たな時代に向けて、いかに本市の存在感を高めるかを考えなく
てはなりません。名古屋圏における「住んでみたいまち」としてのブランドを確立させ、それに
よって市民が本市に対する誇りや愛着を高めるという好循環の実現を目指します。

具体的には、次のような取組みを重視します。

■　名古屋駅周辺開発やリニア開業の好影響を取り込む

■　名古屋駅から鉄道アクセス10分圏のポテンシャルを生かす

■　心地よく暮らせる日常生活圏を形成する

■　住宅環境、子育て支援、教育環境を整備して若い世代を惹きつける

■　人口減少・超高齢社会※に対応した社会システムを形成する

Ⅱ－３　まちづくりのコンセプト

名古屋圏における本市の存在感向上

コンセプト




